
   愛媛県歯と口腔
くう

の健康づくり推進条例の一部を改正する条例 

 

 愛媛県歯と口腔
くう

の健康づくり推進条例（平成22年愛媛県条例第43号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

改   正   後 改   正   前 

（目的） （目的） 

第１条 この条例は、歯及び口腔
くう

の健康を保持し、及び増進し、並

びにその機能を維持すること（以下「歯と口腔
くう

の健康づくり」と

いう。）に関し、基本理念を定め、並びに県の責務並びに保健医

療関係者、教育関係者、社会福祉関係者、事業者、保険者（介護

保険法（平成９年法律第123号）第７条第７項に規定する医療保

険者をいう。以下同じ。）、県民及び保護者の役割を明らかにす

るとともに、歯と口腔
くう

の健康づくりに関する施策の基本となる事

項を定めることにより、歯と口腔
くう

の健康づくりに関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって県民の健康の増進及び健康寿命

の延伸に寄与することを目的とする。 

第１条 この条例は、歯及び口腔
くう

の健康を保持し、及び増進し、並

びにその機能を維持すること（以下「歯と口腔
くう

の健康づくり」と

いう。）に関し、基本理念を定め、並びに県の責務並びに保健医

療関係者、教育関係者、社会福祉関係者、事業者、保険者（介護

保険法（平成９年法律第123号）第７条第７項に規定する医療保

険者をいう。以下同じ。）及び県民    の役割を明らかにす

るとともに、歯と口腔
くう

の健康づくりに関する施策の基本となる事

項を定めることにより、歯と口腔
くう

の健康づくりに関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって県民の健康の増進       

   に寄与することを目的とする。 

（基本理念） （基本理念） 

第２条 省略 第２条 省略 

２ 省略 ２ 省略 

３ 歯と口腔
くう

の健康づくりは、乳幼児期、少年期、青年期、壮年

期、中年期、高齢期、妊娠期等の各段階における口腔
くう

の状態及び

歯科疾患の特性に応じて適切かつ効果的に行われなければならな

い。 

３ 歯と口腔
くう

の健康づくりは、乳幼児期から高齢期までのそれぞれ

の時期               における口腔
くう

の状態及び

歯科疾患の特性に応じて適切かつ効果的に行われなければならな

い。 

４ 省略 ４ 省略 

（事業者の役割） （事業者の役割） 

第５条 事業者は、その雇用する従業員の歯と口腔
くう

の健康づくりが 第５条 事業者は                       



その事業の基盤となることを認識し、県内の事業所において雇用

する従業員に対する歯科に係る検診（健康診査及び健康診断を含

む。）及び保健指導（以下「歯科検診等」という。）の機会を確

保するよう努めるものとする。 

                、県内の事業所において雇用

する従業員に対する歯科に係る検診              

   及び保健指導（以下「歯科検診等」という。）の機会を確

保するよう努めるものとする。 

（県民の役割） （県民の役割） 

第７条 省略 第７条 省略 

２ 県民は、県及び市町が行う歯と口腔
くう

の健康づくりに関する取組

に積極的に参加し、並びに定期的にかかりつけ歯科医の支援等を

受けることにより、自ら歯と口腔
くう

の健康づくりに取り組むよう努

めるものとする。 

２ 県民は、県及び市町が行う歯と口腔
くう

の健康づくりに関する取組

に積極的に参加し、並びに    かかりつけ歯科医の支援等を

受けることにより、自ら歯と口腔
くう

の健康づくりに取り組むよう努

めるものとする。 

（保護者の役割）  

第８条 保護者は、その保護する子どもの歯科疾患の予防、早期発

見及び早期治療、健全な食習慣の確立その他の歯と口腔
くう

の健康づ

くりに取り組むよう努めるものとする。 

 

（歯科保健推進計画） （歯科保健推進計画） 

第９条 省略 第８条 省略 

２ 歯科保健推進計画は、次に掲げる事項について定めるものとす

る。 

２ 歯科保健推進計画は、次に掲げる事項について定めるものとす

る。 

 (１)・(２) 省略  (１)・(２) 省略 

 (３) 歯と口腔
くう

の健康づくりによる県民の健康の増進及び健康寿命

の延伸の程度を示す指標に関する事項 

 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、歯と口腔
くう

の健康づくりに関する

施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

 (３) 前２号に掲げるもののほか、歯と口腔
くう

の健康づくりに関する

施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

３～６ 省略 ３～６ 省略 

（基本的施策の実施） （基本的施策の実施） 

第10条 県は、県民の歯と口腔
くう

の健康づくりを推進するため、次に 第９条 県は、県民の歯と口腔
くう

の健康づくりを推進するため、次に



掲げる施策を実施するものとする。 掲げる施策を実施するものとする。 

 (１) 次に掲げる事項に関する      情報の収集及び提供並

びに知識の普及啓発 

 (１) 県民の歯と口腔
くう

の健康づくりに資する情報の収集及び提供  

            

  ア スポーツ等によって生じる歯及び口腔
くう

の外傷の防止並びに

軽減のための対策 

 

  イ 食育を通じた健全な歯及び口腔
くう

の機能の維持  

  ウ ア及びイに掲げるもののほか、県民の歯と口腔
くう

の健康づく

りに関し必要な事項 

 

 (２) 省略  (２) 省略 

 (３) 歯科疾患等との関連が認められる糖尿病、誤嚥
えん

性肺炎その他

の疾病の予防対策の実施の支援 

 

 (４) オーラルフレイル（口腔
くう

の機能の衰えをいう。）の予防、早

期発見及び回復のための対策の実施の支援 

 

 (５) 省略  (３) 省略 

 (６) 障がい（身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含

む。）、難病を原因とする障害その他の心身の機能の障害をい

う。）を有する者、介護を必要とする者、医療的ケア（人工呼

吸器による呼吸管理、喀
かく

痰
たん

吸引その他の医療行為をいう。）を

受けている者等に対する歯科検診等の機会の確保 

 (４) 障害                          

                             

   を有する者、介護を必要とする者           

                              

       等に対する歯科検診等の機会の確保 

 (７) 省略  (５) 省略 

 (８) 歯と口腔
くう

の健康づくりに携わる保健医療関係者の確保が困難

な地域において歯と口腔
くう

の健康づくりに係る保健医療サービス

を提供するための体制の整備 

 

 (９) 災害その他非常の事態が発生した場合において歯と口腔
くう

の健

康づくりに係る保健医療サービスを提供するための体制の整備 

 

 (10) 省略  (６) 省略 



 (11) 省略  (７) 省略 

第11条 省略 第10条 省略 

第12条 省略 第11条 省略 

第13条 省略 第12条 省略 

第14条 省略 第13条 省略 

第15条 省略 第14条 省略 

   附 則 

 この条例は、令和８年11月１日から施行する。 

 

 

 

     議  案  説  明 

 

 歯と口腔
くう

の健康づくりに関する保護者の役割を明らかにするとともに、歯と口腔
くう

の健康づくりに関する基本的施策を拡充すること等によ

り、県民の健康の増進及び健康寿命の延伸に寄与するため、この条例の一部を改正しようとするものである。 


